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注目記事 

・MSNが音楽配信サービスに

参入!  
・ネットのコンテンツで金は取

れるのか?  
・マイクロソフトがトランスメタと

提携!  
・iモードがアメリカにやってくる! 
 
・ハイテク株よ、底の底まで落

ちてくれ  
・略語の山に埋もれたB2Bマー

ケット  
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マイトイレでっせ'99年は 

中村伊知哉＠LANTIC【第3回】 
 
1999年1月13日 

 いま'99年になりました。2000年問題の結果が出るまであと1年。ドキドキしますね。賀正。さ

て、昨日、大晦日だというのに、私は引っ越しをしました。引っ越しソバと年越しソバの両方を

食う二冠王というのをやってみたかったのであります。 

大都市ボストンから、クルマで20分の郊外へ脱出 

 都会の真ん中に住んでたんですが、郊外に移ったんです。これまで京都、東京、登別、パ

リ、ボストンに住みましたが、町の真ん中にばかり住んでました。東京では港区と千代田区に

しかいませんでしたし、パリは15区でしたし、登別なんかあーた“中央町”でしたよ。 

 “通勤”という言葉が“貧乏”“努力”“根性”“青春”と同じくらいキライなアタシ。どんなにあく

どい手を使ってでも通勤から逃れたい私。そんな私がボストンのド真ん中、関東弁でいうマン

真ん中のアパートから、わざわざクルマで20分もかかる地の果てに引っ越すとは。でも20分

なら東京だと目黒あたりか。真ん中だな。まあいいや。 

 じつは、今の1DKの倍だせば、ここなら屋敷に住めるって聞いたんです。実際、広いっす

よ。トイレが4つある。朝、昼、晩、そして夜食と使い分けることができるのです。4人家族な

ら、マイ・トイレがキープできちゃう。これだね'99年は。マイトイレ。 

※ パリの行政区は1区から20区が渦巻き状に並んでいる。15区はセーヌ川左岸に位置する住宅街で、
区内をサンジェルマン大通りやモンパルナス大通りが貫いている。庶民的住宅街な13区や14区に対し、
15区は閑静な高級住宅街として知られ、在仏日本人も多い。 
 
※ 登別市は、クマ牧場と登別温泉で知られる人口5万7000人の都市。北海道・札幌市の南南西に位置
し、太平洋に面している。中村氏は'89年の1年間、登別郵便局の局長を務めていた。 
 

家を中心にして考えたら、行動の自由が見えてきた 

 ホントはね、引っ越しの決め手は、ここに移るとケーブルテレビ会社がインターネットも提供

していて、イーサネット環境になるってことなんです。市内にもまもなくADSLが来るという噂な

んですが、待てなくて。 

 これでもう完全にテレコミューティング。テレコミューティングというのは、居ながらにして

云々ということより、行動の自由を確保するという意味が大きいですね。家がホントの情報拠

点になりますから、それを中心に安心して出歩けるのです。そうじゃないと、職場を行動の中

心にして生活設計することになるでしょ。 

 そーゆー意味ではモバイルだと完全自由なのですが、私はモバイルまだちょっと怖い派

で、それは極度のバッテリー切れ恐怖症なのと、モバイルしちゃうと情報からの逃げ場がなく

なって逆に自己コントロールが効かなくなりそうだからなんです。 

※ ADSL：Asymmetric Digital Subscriber Line(非対称デジタル加入者回線)。既存の電話回線を利用し
て、毎秒数メガビットの高速データ通信を行なう“xDSL”方式のひとつ。詳細はアスキー・デジタル用語辞
典の解説 を参照されたい。  
 
※ 米国では、モバイル通信はほとんど普及していない。携帯電話は未だにアナログ方式が主流で、
PHSにあたる通信機器はない(いわゆるPCSは、日本でいう1.5GHzの携帯電話に近いと考えるほうが適
当)。ただし、IEEE802.11に対応した無線LANシステムに関しては、すでに実用化の段階にある。  
 

チベットのビットを売って、リスボンのビットを買う時代が来る!? 
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 さて問題はマイトイレ。安心の空間。じゃまされない自分だけの時間。ゴージャスなひとと

き。ちょっとゼイタクでムダ。私はサイバー空間でも、ゼイタクでだらしないムダな環境を求め

たい。もうけ話や便利さの前にね。 

 国民一人ひとりがサーバーを持って、自分の情報空間を保障される、ってのが21世紀初頭

の国家目標ですね。つまりもう、各家庭が光ファイバーでギガbpsとかいうコミュニティー×速

度の単位じゃなくて、個人×空間の単位に移ってるわけです。 

 そして、各人がビットを融通しあう市場ができて、そのビット空間の保有量やコンテントの価

値が富を形づくるんです。オレ、チベットに持ってた100ギガ売ってリスボンの魚市場サイト買

っちゃった、って感じ。 

 情報社会を生きる決め手は、そういう富の質量とともに、自分で情報をコントロールできる

かどうかですね。簡単にいえば、あふれる情報、しつこい連絡を遮断するパワーがあるかど

うか。誰かから監視されている状態を脱するため、自分でケータイの電源を切る権利を持っ

ているかどうか。完全に一人になれる自由を獲得できるかどうか。 

 私、マイトイレには絶対にインターネット引かないでおこうと思います。 

※ ギガbps：話題沸騰のADSLでさえ1.5メガbpsなどと言うのだから、その1000倍にもあたるギガbpsは驚
異的な速度。ギガbpsのバンド幅があれば、非圧縮の動画をリアルタイム伝送することもお茶の子さいさ
いである。  
 

 
中村伊知哉＠LANTIC【連載リスト】 (http://www.upsidejapan.com/upside/column...)  

(中村伊知哉)

中村伊知哉 
プロフィール 

マサチューセッツ工科大学 客員教授 

'61年生、京都市出身。京都大学経済学部卒。 

在学中はロックバンド“少年ナイフ”のディレクターで活躍。 

'84年、郵政省入省。'93年からパリに駐在し、'95年に帰国後は郵政大臣官房総務課課長補

佐を務める。'98年、郵政省を退官し、(株)CSK特別顧問に就任。同年、マサチューセッツ工

科大学 客員教授に就任。 

著書に『インターネット,自由を我等に』（アスキー出版局）などがある。趣味は、ずばり“メデ

ィア”。 

ホームページ：http://www.media.mit.edu/̃ichiya/jpn.htm  
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